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DISPERBYK-2096

DISPERBYK-2096
ユニバーサルカララントを非極性の系に適用する際に色受容性を向上させる
建築用VOCフリーおよび無溶剤湿潤分散剤

製品データ

組成
極性酸エステルと高分子アルコールの組み合わせ

一般性状
本データシートに記載した数値は代表値であり、品質規格ではございません。

密度 (20 °C): 1.03 g/ml
酸価: 40 mg KOH/g
バイオベースの炭素含有量 (ASTM D6866): 82 %

貯蔵および輸送
分離および濁りが生ずる可能性があります。30-60 ℃に加温して十分に撹拌してお使い下さい。

適用分野

塗料

特長
この添加剤は、星型構造を持つポリマーDISPERBYK-2091をベースにしたカラーペーストの非極性系での
相溶性を高め、色の受容性を向上させます。

推奨添加量
全配合に対して、0.3–1 %

上述の添加量は初期値として記載しております。最適添加量は実際に試験を行い、確定して下さい。

添加方法
この添加剤はベース塗料として使用され、後添加で使用もできます。
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VOCフリー (< 1500 ppm) 


